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英字の意味と色彩感情の関係 
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Abstract: This study included 26 types of capital letters of alphabets, A to Z and changed those colors to research changes in 
impressions from subjects by an experiment with many subjects. As a result, we found that subjects who were not native speakers of 
English were less likely to be influenced by the types of letters. However, for changes in colors, the impressions from subjects were 
significantly changed. Under this experiment, we found that a figure or a letter having a certain meaning was significantly influenced 
by the color. In addition, this study is structuring “a learning system of colors and figures using E-Learning (Moodle, an open source 
of E-Learning system)” for elementary school students and junior high school students based on these study results. In particular, we 
are creating contents for classes based on textbooks, reviews in classes, complementary teaching materials, and actual cases. We will 
use this E-Learning for actual classes of arts and crafts, and arts for elementary school students and junior high school students to 
validate the effect/effectiveness.  
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1. はじめに

著者らは，以前から“美術教育における色彩の研究”[1]～

[9]をおこなっている．最近の研究[10],[11]では，絵本における

色彩と色彩感情の関係を調査した．この結果，“カラー→線

画→グレースケール”の順に連想用語の好意的な値が高い事

が判明した．したがって，絵本から受ける印象は，画像の色

彩や明度に影響される事が判明した．また，先の研究では，

直接の調査対象では無かったが，図形の意味が容易に分かる

場合と，容易に分からない場合によって，色彩の与える影響

が大きく変化した． 

昨年(2016年)の研究[12],[13]では，これらの点に関して，複

数の簡単な図形に対して，回転や色彩を変化させ，多数の被

験者による実験によって，被験者が受ける印象の変化を調査

した．この結果，意味が有ると思われる及びそれと似た図形

は，回転や色彩によって，被験者の受ける印象が大きく異な

る事が分かった．しかし，意味が無いと思われる及びそれと

似た図形は，回転や色彩によって，被験者の受ける印象は大

きく変化しなかった．これらの事から，図形の持つ意味的な

要素は，色彩と大きく関係している事が判明した． 

本研究では，アルファベットの大文字“A～Z”の 26種類

に対して，色彩を変化させ，多数の被験者による実験によっ

て，被験者が受ける印象の変化を調査した．この結果，英語

を母国語をしない被験者の場合，文字の種類の影響は少ない

事が分かった．しかし，文字の色彩の変化に対しては，被験

者の受ける印象が大きく変化した．これらの実験により，あ

る程度意味が有ると思われる図形や，文字に関しては，色彩

と大きく関係している事が判明した． 

また本研究では，これらの研究結果を基に，小学生・中学生

を対象にした，E-Learning（オープン・ソースの E-Learning

システムである，Moodle)を利用した，色彩と図形の学習シス

テム」を構築中である．具体的には，教科書や授業中の復習と

補完教材及び実例に基づく授業コンテンツを作成している．

今後，この E-Learningを実際の小学生・中学生の図画工作・

美術の授業に利用して，その効果・有効性を検証する予定で

ある． 

なお，本論文は，昨年(2016年)の研究の継続である為，昨

年の実験結果(実験(1))も併せて報告する． 

2. 実験環境

2.1 実験(1)に用いた図形の種類 

以前の研究結果から，図形から意味の連想が容易な場合と，

そうでは無い場合で，被験者が受ける印象が大きく異なる事

が分かっている．そこで本研究では，可能な限り簡単で且つ

意味が容易に連想可能な図形や，意味が容易に連想し難い図

形を，図 1に示す様な 8種類を用いた． 

(a)～(d)はゲーム機のコントローラー等にも利用されてい

る一般的な図形である．また，図形(e)は図形(d)を 2 つ組み

合わせた図形となっている．図形(f),(g)は，Microsoft 

Officeに組み込まれている図形を利用した．図形(h)は，「上

下左右非対称」・「鋭角な頂点が少ない」等に考慮した，自作の

オリジナルな図形である． 

2.2 実験(2)に用いた図形の種類 

本研究では，さらに意味を持つ図形として，図 2 に示す様

なアルファベット大文字“A～Z”の 26種類に対して，実験(1)

と同様の実験をおこなった．但し，以下に述べる図形の回転

はおこなわず，図形の色彩のみを施した． 
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(a)          (b)          (c)          (d) 

 
(e)          (f)          (g)          (h) 

図 1: 実験に用いた 8種類の図形 

 

         
(a)          (b)          (c)          (d) 

図 2: 実験に用いたアルファベットの一例 

 

2.3 実験(1)に用いた図形の回転 

図形が回転すると，別の意味を持つ場合がある．例えば図 3

に示す様に，＋印(図 3(a))が 45 度回転すると，×印(図 3(b))

になる．この様に，その図形が持つ意味が，図形の回転によっ

て変化する事がある． 

また，図形の対称性によって，回転する角度に制限(回転す

ると同じ図形になる等)が発生する場合がある．対称性が無い

図形の場合，0, 90, 180, 270 度と 90度ずつ回転させた．表

1に，この実験で回転させた図形の角度を示す．この様な回転

を施す事により，同一の図形であっても被験者に与える印象

を，ある程度変化させる事が可能である． 

     
(a)               (b) 

図 3: 実験に用いた図形の回転例 

 
表 1: 実験に用いた図形の回転 

図形 回転する角度 図形 回転する角度 

(a) ○ 0 (e)  0,45 

(b) □ 0, 45 (f)  0,90,180,270 

(c)  0, 45 (g)  0,90,180,270 

(d) △ 0,90180,270 (h)  0,90,180,270 

 

2.4 実験(1),(2)に用いた図形の色彩 

本研究では，図 1,2 に示した図形類に対して，図 4 に示す

7色の色彩を施す．図 4(a)～(c)の 3色は白・灰・黒の無彩色，

図 4(d)～(g)は赤・緑・青・黄の有彩色である．有彩色は，

Microsoft Office にプリセットされている色彩を用いてい

る為，純色では無い場合もあり，表 2に示す RGB（赤・緑・青）

の値となっている． 

実験(1)に関しては，8種類の図形に対して，表 1に示す角

度の回転を施し，図 4に示す 7色の色彩を施す．したがって，

(1+2×3+4×4)×7=161 パターンの図形（色彩の違いも含む）

を実験に用いる．実験(2)に関しては，26種類のアルファベッ

トに対して，図 4 に示す 7 色の色彩を施す．したがって，26

×7=182パターンの図形（色彩の違いも含む）を実験に用いる． 

    
(a)White      (b)Gray      (c)Black 

無彩色(3色) 

   
(d)Red     (e)Greeen     (f)Blue     (g)Yellow 

有彩色(4色) 

図 4: 実験に用いた 7色の色彩 

 

表 2: 実験に用いた 7色の RGB値 

Color R G B Color R G B 

White 255 255 255 Red 255   0   0 

Gray 185 185 185 Green   0 176  80 

Black   0   0   0 Blue   0 112 192 

    Yellow 255 255   0 

 

2.5 図形・色彩に対する印象の調査項目 

本研究では，表 3に示す a～c の 3項目の相反する連想語

に対して，1～5 の数値で（5 段階評価）数値化をする．項目 

a, b は，主に人間の基本的な感情に関する連想語であり，項

目 c は，社会的・道徳的な，より高次の感情に関する連想語

を調査項目とした．また本研究では，上述の 3項目に加えて，

図形及び色彩の意味の有り・無しについて調査する項目 d を

追加している．なお，以前の研究で連想語の意味が問題とな

った「にくい(こわい)」は，今回の実験では「かわいくない」

に修正している． 

表3: 本研究で採用した連想語 

項目 5 ← 数値 → 1 

a うれしい ⇔ かなしい 
b かわいい ⇔ かわいくない 

c つよい ⇔ よわい 
d 意味がある ⇔ 意味が無い 

 

2.6 Moodleを用いた実験環境 

本研究では，客観的なデータを収集する為に，同時に 100人

程度が実験に参加出来る環境が必要となる．また，可能な限

り実験を簡略化・自動化する為に，日常的に授業等で使用し

ている Moodle（オープンソースの E-Learning システム）上

に，実験環境を構築した． 

具体的には，Moodleのフィードバック（アンケート）機能

を用いた．また，実験の説明と練習（図 5 参照）環境も構築

する事で，実験に対する理解度を向上させ，実験の精度を向

上させると共に，実験に対するサポートの軽減を図った．実

際の実験は，図 6に示す様に，1つの画像に対し，4つの連想

語に対して，5段階で回答する． 
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図 5: Moodle上に構築した実験の説明と練習環境 

 

 

図 6: Moodle上に構築した実際の実験環境 

 

3. 実験結果 

3.1 本実験(1),(2)の被験者の概要 

今回の実験では，時間的な問題から，表 4 に示す様に被験

者は全員大学生である．性別において，実験結果に大きな相

違は見られなかった．したがって，今後の実験結果は，性別と

は無関係に，被験者全員のデータをまとめたものを提示する．

また，被験者が“実験の説明・練習→実験”に要した時間は，

多くの被験者が 35～45 分であり，平均して 40 分前後であっ

た． 

表4: 本実験の被験者の概要 

  実験(1) 実験(2) 

年代 性別 人数 (%) 人数 (%) 

大学生 

男性 18 ( 23.4)  52 ( 32.5) 

女性 59 ( 76.6) 108 ( 67.5) 

合計 77 (100.0) 160 (100.0) 

 

3.2 実験(1)の結果概要 

図 7に，実験(1)の実験結果を図形別に調査項目 d である，

“意味がある⇔意味が無い”の値の平均値を縦軸にした図を

示す．図 7 における○印のパターンは，実際の色彩を表して

いる．また，各図形の縦のラインから右側にズレている印は，

回転の大きさ（最大 4段階、表 1参照）を表している． 

図 7より， 

・図形の種類により，値が大きく異なる 

※鋭角な頂点の多い図形が，値が高い傾向 

・図形の回転による，値への影響は少ない 

※△の場合，180度回転すると▽になる 

・赤・黄の値が大きく，緑・青・無彩色の値が小さい傾向 

・黒の×のみ，、例外的に高い値である 

※黒の×は、文化的(禁止等)意味の連想が強い 

等の結果の概要が得られた．この結果から，図形から被験者

の受ける“意味がある⇔意味が無い”の値は，図形そのものの

形状から受ける影響もあるが，色彩にも大きく影響されてい

る事が分かる． 

 
図7: 図形別における意味の有無 

 

図 8に，実験(1)の実験結果を色彩別に調査項目 d である，

“意味がある⇔意味が無い”の値の平均値を縦軸にした図を

示す．図 8における図形は，実際の図形を表している．また，

各図形の縦のラインから右側にズレている図形は，回転の大

きさ（最大 4段階，表 1参照）を表している．当然であるが，

図 8からも図 7と同様の傾向が分かる． 

図8: 色彩別における意味の有無 

 

3.3 実験(2)の結果概要 

図 9に，実験(2)の実験結果を図形別に調査項目 d である，

“意味がある⇔意味が無い”の値の平均値を縦軸にした図を

示す． 

図 9より， 

・図形の種類(アルファベット)により，値の変化は少ない 

・赤・黄の値が大きく、緑・青・無彩色の値が小さい傾向 

・赤の ’A’のみ，例外的に高い値である 

等の結果の概要が得られた．これらの結果から，英語を母国

語としない被験者の場合，図形から被験者の受ける“意味が

ある⇔意味が無い”の値は，図形そのものの形状から受ける

印象より，色彩に大きく影響されている事が分かる． 
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図9: 図形別における意味の有無 

 

図 10に，実験(2)の実験結果を色彩別に調査項目 d である，

“意味がある⇔意味が無い”の値の平均値を縦軸にした図を

示す．図 10における図形は，実際の図形を表している．図 10

からも図 9と同様の傾向が分かる． 

当初，実験(2)では，大学生の授業成績として用いられてい

る， 

・S(秀)・A(優)・B(良)・C(可)・D(不可) 

の図形(アルファベット)に対しては，意味のある値が高くな

ると予測していた．しかし，今回の実験(2)では，特にその様

な傾向はみられなかった．また，数学等で良く用いられる， 

・X・Y・X等 

の図形(アルファベット)に関しても，同様に特に意味のある

値は高くなった． 

 
※各色ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ26種類が表示されているが，表示が重なり合っ

ている為，一部の文字は隠れています． 

図10: 色彩別における意味の有無 

 

4. まとめ 

本研究では，以前の研究結果における今後の課題であった，

“絵本（図形）の内容（意味）が容易に分かる場合と、容易に

分からない場合によって、色彩の与える影響”に関して実験

をおこなった．本研究の結果から， 

・意味のあると思われる図形は、色彩の影響が大きい 

・意味のあると思われる図形は、回転の影響が大きい 

・アルファベットは、あまり意味を持たない 

※英語を母国語としない、被験者の場合 

・赤・黄等の有彩色は、全体的に値が高くなる傾向 

・灰の図形は、全体的に値が低くなる傾向 

等が判明した． 

本研究では，図 1 に示す様な単純な図形や，図 2 に示す様

なアルファベット大文字を実験に用いた．これらの単純な図

形においても，色彩が図形の意味（イメージ）形成に影響を与

えている可能性が示唆された．したがって，実際の絵本等の

複雑な図形においては，より図形の意味と色彩の相互関係・

影響が大きいと推測される． 

 

5. 今後の課題 

本研究では今後，これまでの研究成果を基に， 

a. 小学校・中学校で図形と色彩の作品を作成 

b. E-Learning 上で図形と色彩の教育を実施 

c. 小学校・中学校で図形と色彩の作品を再作成 

等を，継続的におこなう予定である．これにより，本研究で得

られた研究結果・研究成果を，実際の小学校・中学校の図画工

作・美術科教育に応用・実践する予定である． 

この際、E-Learning 用の学習コンテンツや実験データは，

たに作成する必要がある．しかし過去に同様の研究をおこな

った実績がある（図 11，12 参照）．したがって，特に大きな

問題無く，これらの応用・実践が可能になると考えている． 

 

図11: 以前作成したE-Learningシステムの概念図 

 

 

図12: 実際に作成したE-Learningの例 
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